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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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を
発
表
し
た
▼
「
日
本
経
済

の
更
な
る
落
ち
込
み
に
拍
車

を
か
け
る
」、「
震
災
の
現
場

で
奮
闘
し
て
い
る
公
務
員
に

対
し
て
逆
に
賃
下
げ
は
理
解

で
き
な
い
」
な
ど
の
批
判
は

既
報
の
と
お
り
だ
▼
西
岡
参

議
院
議
長
は
「
委
員
会
に
付

託
し
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と

で
、
後
日
職
権
濫
用
で
は
と

問
わ
れ
て
、「
争
議
権
を
持

た
な
い
代
わ
り
に
人
事
院
が

存
在
し
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。
そ
の
仕
組
み
を
無
視
し

て
、
内
閣
が
勝
手
に
（
減
額

す
る
）法
案
を
出
し
て
く
る
。

手
続
き
が
あ
ま
り
に
も
ず
さ

ん
だ
、
制
度
を
無
視
し
て
い

い
の
か
、
と
い
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。」と
回
答
▼
三
権
の

長
の
一
人
か
ら
の
良
識
あ
る

発
言
は
心
強
い
。
再
度
大
き

く
声
を
広
げ
よ
う
。「
道
理

な
き
賃
下
げ
」
は
や
め
ろ
！

７
月　

日
、

12

民
主
党
国
対

委
員
長
が

「
賃
下
げ
法

案
」
の
今
国

会
成
立
断
念

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

5
三
の
歩
が
働
く
よ
う
に

…
…
。

（　

分
で
初
段
）

10

賃
下
げ
法
案
今
国
会
成
立
断
念

賃
下
げ
法
案
今
国
会
成
立
断
念
へへ

　

民
主
党
が
、
今
通
常
国
会

で
法
案
成
立
を
断
念
し
た
背

景
は
、「
自
民
党
が
反
発
し
、

　

民
主
党
・
安
住
淳
国
会
対
策
委
員
長
は　

日
の
会
見
で
、
政
府
が
閣
議
決
定
し
た

12

公
務
員
の
賃
下
げ
法
案
に
つ
い
て
、「
日
程
的
に
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
感
じ
が
す
る
」

と
発
言
し
ま
し
た
。
与
党
の
国
会
対
策
の
ト
ッ
プ
の
発
言
で
あ
り
、
事
実
上
、
今
通

常
国
会
で
の
成
立
を
見
送
る
方
針
を
固
め
た
こ
と
を
公
表
し
た
も
の
で
す
。

　
「
賃
下
げ
反
対
」
を
政
府
提
案
時
か
ら
堅
持
し
、
職
場
闘
争
、
大
衆
闘
争
、
国
会

闘
争
な
ど
幅
広
く
取
り
組
ん
で
き
た
運
動
の
到
達
点
で
す
。

（
放
射
線
防
護
学
）、
市
原
悦

子
（
俳
優
）、
湯
川
れ
い
子

（
音
楽
評
論
家
）、
菊
池 
紘

（
自
由
法
曹
団
団
長
）氏
ら　
10

氏
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
、

全
労
連
や
市
民
団
体
な
ど
が

実
行
委
員
会
を
つ
く
っ
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

集
会
で
は
、
東
京
電
力
福

成
立
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な

い
」（
７
月　

日
付
『
朝
日
新

13

聞
』）
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

経
な
い
賃
下
げ
は
、
公
務
員

の
争
議
権
付
与
に
つ
な
が
り

危
険
だ
」（
同
紙
）
と
も
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
国
会
の
成
立
見
送
り
を

も
っ
て
、
直
ち
に
廃
案
と
は

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
３

次
補
正
の
編
成
に
向
け
て
、

閣
内
で
も
首
相
交
代
が
公
然

に
発
言
さ
れ
て
い
る
中
、
現

政
権
が
閣
議
決
定
し
た
、
何

の
道
理
も
な
い
一
方
的
な
賃

下
げ
法
案
は
廃
案
以
外
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　

全
国
税
は
引
き
続
き
、
賃

下
げ
法
案
の
廃
案
と
、
真
に

被
災
地
・
被
災
者
の
復
興
・

復
旧
に
つ
な
が
る
税
財
政
の

確
立
を
求
め
て
た
た
か
い
続

け
て
い
き
ま
す
。

　
「
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
７
・

２
緊
急
行
動
」
が
７
月
２
日

に
東
京
・
明
治
公
園
で
開
か

れ
、
原
発
事
故
被
災
地
の
福

島
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
会

場
を
埋
め
尽
く
す
２
万
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
全
国
税

は
、　

名
が
駆
け
つ
け
ま
し

17

た
。
集
会
は
、
安
斎
育
郎

—7・2緊急行動—

東京・明治公園を

埋め尽くす人、ひと、人

「「
原
発
を
ゼ

原
発
を
ゼ
ロロ
」」にに
22
万
人
万
人

福
島
か

福
島
か
らら
、、全
国
か

全
国
か
らら

島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故

の
被
害
を
受
け
た
福
島
県
住

民
や
労
働
者
ら
が
次
々
に
発

言
、
原
発
か
ら
の
撤
退
を
訴
え

ま
し
た
。
原
発
被
害
が
大
き

い
福
島
県
浜
通
り
に
住
む
伊

東
達
也
さ
ん
（
呼
び
か
け
人
・

原
発
問
題
住
民
運
動
全
国
連

絡
セ
ン
タ
ー
筆
頭
代
表
委
員
）

は
、「
き
れ
い
な
里
山
を
返

せ
！
当
た
り
前
の
労
働
を
返

せ
！
そ
れ
が
で
き
な
い
な
ら
、

真
っ
当
な
賠
償
を
行
え
！
」

と
、「
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
強

く
大
き
な
国
民
的
運
動
」
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
、
生
活
水
準

の
向
上
、
人
権
と
尊
厳
の
尊

重
が
必
要
不
可
欠
」
と
訴
え

た
の
に
対
し
、
当
局
側
は

「
青
年
の
実
情
を
お
聞
き
し

た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
、
①
政
府
の
賃

下
げ
法
案
に
職
場
の
青
年
か

　

青
年
部
は
６
月　

日
、
国

24

税
庁
と
の
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
交
渉
に
は
、
高
橋
青
年

部
長
を
は
じ
め
、
３
名
が
参

加
。
当
局
側
は
青
木
総
務
課

長
補
佐
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

交
渉
で
は
、
高
橋
青
年
部

長
が
「
働
き
が
い
の
あ
る
人

間
ら
し
い
仕
事
と
生
活
を
実

ら
「
生
活
で
き
な
い
」
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
既
に

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
や
食
事
の
切

り
詰
め
な
ど
、
生
活
面
で
低

賃
金
の
影
響
が
出
て
い
る
こ

と
、
③
年
収
３
０
０
万
円
程

度
の
新
採
用
者
へ
の
５
％
賃

下
げ
提
案
問
題
外
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
、
実
情
を
訴
え
、

長
官
か
ら
反
対
の
意
見
を
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
当
局
は
「
意
見
を

言
う
立
場
に
は
な
い
」
と
の

回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。

　

交
渉
で
は
他
に
、
①
局
吸

上
げ
を
チ
ラ
つ
か
せ
た
「
ひ

も
付
き
」
配
転
で
、
青
年
に

希
望
外
の
配
転
を
強
い
て
お

り
、
寮
・
宿
舎
の
配
備
も
な

い
こ
と
、
②
税
大
の
組
織
的

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
施
策

が
な
い
こ
と
、
な
ど
を
追
及

し
、
是
正
を
求
め
ま
し
た
。

学
院
・
二
宮
厚
美
教
授
の
記

念
講
演
「
日
本
経
済
の
現
局

面
と
税
財
政
改
革
の
課
題
〜

福
祉
国
家
型
へ
の
道
〜
」、

細
川
潔
全
国
税
東
海
地
連
書

記
長
の
特
別
報
告
「
労
働
者

と
消
費
税
」、
さ
ら
に
、
税
制

一
般
・
暮
ら
し
と
税
金
・
税

務
行
政
の
各
分
科
会
の
ま
と

め
、「
税
研
全
国
集
会
の
あ

し
ど
り
」
な
ど　

回
な
ら
で

50

は
の
資
料
も
満
載
で
す
。

※
お
申
し
込
み
は
、
全
国
税

本
部
、
組
合
員
ま
で
。

賃
下
げ
で
は「
生
活
で
き
な
い
」の
声

働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
と
生
活
を

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

 

A
4
判
で
字
も
大
き
く
、さ
ら
に
読
み
や
す
く

  
『
税
金
2
0
1
1
』が
で
き
ま
し
た

　

全
国
税
税
研
中
央
推
進
委

員
会
編
集
の
『
税
金
２
０
１

１
』（
A
4
判　

頁
）
が
で
き

９６

上
が
り
ま
し
た
。

　

第　

回
を
迎
え
た
「
税
研

50

全
国
集
会
」
を
収
録
し
た
本

号
は
、
A
4
判
で
活
字
も
大

き
く
読
み
易
く
、「
福
祉
国

家
へ
の
展
望
が
見
え
た
」
と

話
題
に
な
っ
た
神
戸
大
学
大

す
。
ま
た
、
こ
の
「
反
発
」

の
理
由
は
、「
労
働
基
本
権

の
代
償
措
置
で
あ
る
人
勧
を

青年部の「要求書」を手渡す高橋知己青年部長

6
月　

日
24

青年の声と
要求を手に

青年部交渉実施

手
を
ゆ
る
め
ず
廃
案
に
追
い
込
も
う

民
主
党
国
対
委
員
長

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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郡
部
署
へ
の
配
転
が
激
減

来
年
が
怖
い

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

　

入
署
か
ら
３
年
を
経

過
す
る
国
専　

期
生
に

38

つ
い
て
、
例
年
ど
お
り

で
は
ロ
ー
配
対
象
と
し

て
郡
部
署
へ
の
配
転
が

定
番
で
し
た
が
、
大
阪

市
内
署
等
地
域
手
当
が

　

％
以
上
あ
る
署
で
は

10留
任
が
続
出
し
て
い
ま

す
。

　

全
国
税
南
大
阪
支
部

が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

住
吉
署
４
人
が
全
員
留

任
し
た
の
を
は
じ
め
、

地
域
手
当
が
減
少
し
て

い
る
富
田
林
や
泉
大
津

か
ら
で
も
地
域
手
当
が

　

％
と
な
る
周
辺
署
や

10大
阪
市
内
署
の
異
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
事
政
策
の
大
幅
な

転
換
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん
が
、
留
任
者
の
間
で

は
「
来
年
が
怖
い
」
と

も
囁
か
れ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の 

実
態
は

【
関
信
・
埼
玉
支
部
】

　

本
来
従
事
し
て
い
た

事
務
以
外
の
事
務
も
習

得
す
る
た
め
に
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
強
要

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
担
者
は
、
自
分
の

持
つ
事
務
を
手
放
す
こ

と
は
で
き
ず
、
新
人
を

中
心
に
、
仕
事
が
変
わ

り
、
席
が
替
わ
り
と
、

人
が
回
り
続
け
て
い
る

だ
け
で
す
。

　

短
期
間
で
仕
事
を
習

得
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
結
果
と
し
て
、
仕

事
の
ミ
ス
が
目
立
ち
ま

す
。

相
談
業
務
が 

　
　

な
ぜ
管
理
運
営

相
談
業
務
は
、
豊
富
な

知
識
と
経
験
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
内
部
事
務
一

元
化
と
何
の
関
係
も
な

く
、
管
理
運
営
部
門
に

な
じ
む
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
、
管
理
運
営
か
ら
課

税
部
門
へ
と
担
当
が
変

わ
り
、
こ
こ
で
も
人
が

回
り
ま
す
。
相
談
業
務

は
相
談
管
が
従
事
す
る

べ
き
で
す
。

総
務
課
長
の
資
質

【
近
畿
・
奈
良
支
部
】

　

７
月
９
日
付
け
で
退

職
す
る
職
員
の
夏
季
休

暇
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
総
務
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、
当
初
前
例
が
な

い
の
で
と
曖
昧
な
回
答

だ
っ
た
の
で
、
取
れ
る

か
取
れ
な
い
か
を
聞
く

と
、
総
務
課
長
い
わ
く

「
取
る
か
ど
う
か
は
別

に
し
て
、
取
れ
ま
す
」

と
回
答
。
な
ん
と
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る

回
答
か
と
思
っ
た
。
ち

な
み
に
こ
の
総
務
課
長

に
以
前
こ
の
話
を
し
た

と
き
は
、「
職
場
の
目

も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ぜ
ひ
取
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
言
え
な
い
の

か
な
。

　

こ
ん
な
総
務
課
長
で

は
職
場
の
風
通
し
が
悪

く
な
る
ば
か
り
。
こ
の

課
長
が
今
後
ど
ん
な
職

責
に
つ
く
の
か
先
が
思

い
や
ら
れ
る
出
来
事
で

し
た
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍杏 庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

　

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る

国
税
通
則
法
「
改
正
」
法
案
。

納
税
者
の
権
利
義
務
や
国
税

労
働
者
の
労
働
条
件
に
密
接

に
関
わ
る
こ
の
法
案
に
対

し
、
職
場
内
外
か
ら
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

民
自
公
の
「
三
党
合
意
」

（
６
月　

日
）
で
は
、「
各
党

22

間
で
引
き
続
き
協
議
」「
納
税

環
境
整
備
が
進
展
す
る
よ

う
、
成
案
を
得
る
」
と
さ
れ

て
お
り
、
内
容
や
動
き
に
注

視
が
必
要
で
す
。

どうなる！？

納税者権利憲章

　

国
税
通
則
法
「
改
正
」
案

で
は
、
納
税
者
権
利
憲
章
で

記
載
さ
れ
る
べ
き　

項
目
を
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指
定
し
、
こ
れ
を
長
官
が

「
簡
潔
に
記
載
し
た
文
書
」に

作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

内
容
に
は
、
一
部
、
納
税

者
へ
の
義
務
強
調
・
罰
則
強

化
や
権
利
面
で
も
除
外
規
定

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
場
に

よ
っ
て
様
々
な
評
価
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
国
税
も
、
批

判
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
局
署

や
系
統
、
納
税
者
の
業
態
等

で
様
々
で
あ
っ
た
調
査
と
い

「
行
政
手
続
き
」明
確
化
す
る

　
　
　
　

国
税
通
則
法「
改
正
」案

希望叶わず、うずまく不満

7
月
人
事
を
検
証
す
る

　

７
月　

日
の
上
期
発
令
で
は
、
若
手
抜
擢
人
事
を
や
め
中
高
年
人
事
の
処
遇
改

10

善
、
女
性
登
用
の
拡
大
、
遠
距
離
通
勤
解
消
、
結
婚
な
ど
の
事
情
を
含
め
た
希
望
を

尊
重
し
た
配
転
な
ど
が
、
人
事
を
巡
る
争
点
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し

て
、
当
局
は
発
令
で
ど
う
応
え
た
の
か
、
検
証
し
ま
す
。

全国の人事の特徴（速報より）

【北海道】　○トップ出しは普49
期。統括官へは普45期。
○女性登用は「一定見られる」程度。
○長距離通勤者の一部に希望通り
の配転が実現。
○昨年結婚しても配転がなかった
職員の配転が実現。
○退職時の単身赴任職員が出た。
【東北】　○遠距離通勤・新幹線通勤
が拡大。
【関信】　○普30期、相当数の職員
に未発令が残り、「退職までに6級」
が実現していない。
○結婚を機に異動や出向などの配
転要求のある職員へ、同居できる
発令がなかった。
【東京】　○普30期相当の職員に未
発令が残った。
【東海】　○普30期、31期相当の職
員に未発令が残った。
○全体で99名の昇任発令に対し女
性は21名。
【北陸】　○全体の昇任が35名。内
11名が50歳代。内女性職員の登用
は2名。
○トップ出しは普49期、専23期。
○普通科のポスト在籍率は50％超
へだが、国専採用者は43％。

　

昨
年
の
勤
務
延
長
導
入
で

大
き
く
後
退
し
た
中
高
年
人

事
。
上
期
発
令
で
は
、
こ
の

解
消
が
最
大
の
争
点
で
し

た
。
し
か
し
、
若
手
抜
擢
の

ト
ッ
プ
出
し
は
普　

期
、
専

49

　

期
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

23来
年
３
月
に
退
職
期
を
迎
え

る
職
員
へ
の
未
発
令
が
目
立

つ
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普　

期
に
未
発
令
残
る

30

　
　
　

「
退
職
ま
で
に

6
級
」拒
否

う
「
行
政
手
続
き
」
が
明
確

化
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
前

進
面
で
も
あ
り
、
全
国
税
は

単
に
反
対
す
る
立
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

前
進
面
を
執
行
面
か
ら
保

障
す
る
た
め
、
仕
事
の
あ
り

方
、
つ
ま
り
労
働
条
件
と
密

接
に
関
わ
る
と
考
え
ま
す
。

　

実
調
率
を
強
調
し
た
法
人

調
査
件
数
の
軽
減
や
統
括
官

等
の
繁
忙
を
極
め
る「
雑
務
」

の
解
消
な
ど
、
納
税
者
権
利

 
不
可
欠
な

　
 
労
働
条
件
の
改
善

憲
章
が
成
案
さ
れ
た
場
合
、

国
税
庁
当
局
が
迫
ら
れ
る
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
「
ノ
ル
マ
主
義
」
や
「
繁

忙
の
高
原
状
態
」を
解
消
し
、

納
税
者
サ
ー
ビ
ス
に
徹
す
る

体
制
づ
く
り
は
、
労
働
条
件

改
善
、
納
税
者
の
権
利
保
護

の
両
面
か
ら
、
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

そ
の
点
で
、
国
税
労
働
者

と
納
税
者
の
要
求
が
一
致
し

て
お
り
、
長
官
に
は
そ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
争
点
だ
っ

た
遠
距
離
通
勤
。
東
日
本
大

震
災
を
受
け
て
、
世
間
で
は

に
わ
か
に
「
震
災
時
に
帰
宅

で
き
る
配
置
転
換
」
が
注
目

さ
れ
て
い
る
中
、
上
期
発
令

の
結
果
は
、
職
場
の
要
求
に

背
を
向
け
る
も
の
で
し
た
。

　

東
北
で
も
、
遠
距
離
通
勤

を
拡
大
す
る
配
転
が
あ
り
、

中
に
は
、「
被
災
地
か
ら
被

災
地
」へ
の
配
転
も
見
ら
れ
、

職
員
の
希
望
ど
お
り
の
配
転

で
あ
っ
た
か
問
わ
れ
ま
す
。

　
「
退
職
ま
で
に
６
級
」に
向

け
た
当
局
の
取
り
組
み
が
、

遠
距
離
・
新
幹
線
通
勤

拡
大（
仙
台
局
）

　

昨
年
の
人
事
で
、
問
題
化

し
た
「
希
望
外
配
転
」。「
結

　

各
局
で
も
、
局
吸
上
げ
や

ポ
ス
ト
昇
任
の
「
条
件
化
」

な
ど
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

人権侵害だ

希望外配転

婚
し
て
も
同
居
で
き
な
い
」

「
家
族
の
介
護
が
あ
る
の
に

遠
距
離
通
勤
」
な
ど
、
各
地

で
様
々
な
問
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

５
月　

日
に
行
わ
れ
た
長
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官
団
交
で
は
、
こ
れ
ら
の
是

正
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
身

上
申
告
書
を
き
ち
ん
と
出
し

て
も
ら
い
た
い
」（
長
官
回

答
）
と
、
あ
た
か
も
職
員
か

ら
希
望
が
な
か
っ
た
よ
う
な

認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

組
合
員
を
含
め
、
昨
年
か
ら

取
り
上
げ
て
い
る
希
望
外
人

事
で
も
改
善
が
図
ら
れ
な
い

な
ど
、「
公
務
の
要
請
」
に
名

を
借
り
た
配
転
を
強
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
も
他

局
の
職
員
と
職
場
結
婚
を
し

て
も
、
出
向
発
令
す
ら
出
さ

れ
な
い
事
例
も
出
て
お
り
、

当
局
の
い
う「
希
望
を
尊
重
」

し
た
人
事
は
、
な
し
崩
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
間
で
も
配
慮
さ
れ
る
家

庭
の
事
情
す
ら
考
慮
し
な
い

当
局
の
人
事
は
、
人
権
侵
害

と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

後
退
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
職
員
の
登
用
で
は
、

一
定
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
局

が
あ
る
一
方
で
、
ポ
ス
ト
昇

任
を
遠
距
離
配
転
と
セ
ッ
ト

と
し
た
結
果
、
ご
く
少
数
に

と
ど
ま
る
局
が
目
立
ち
ま
し

た
。
人
事
院
の
新
た
な
指
針

に
基
づ
く
、
数
値
目
標
を
取

り
入
れ
た
計
画
の
策
定
は

待
っ
た
な
し
で
す
。

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃

7月定期異動

当
局
は
課
題
に
ど
う
応
え
た
か

当
局


